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概要 

本研究開発は、日本が誇る世界遺産である「日光」観光の活性化を目的として提案し、日光地域に、新しく観光客を国

内外から呼び込み、リピータを増やすことを目標として着手した。大手旅行会社や観光協会、修学旅行協会や ICT ベン

ダと協力し、観光客からのフィードバックや行動分析結果を逐次反映する持続可能な情報提供モデルを構築することを

目指し、BLE(Bluetooth Low Energy)ビーコンと連動するスマートフォンアプリを利用した観光案内システムを構築し、

その有効性を確認した。特に、BLE ビーコンの運用性を高めるため、防水性が高く、かつ電池交換不要なビーコンを開

発するとともに、Zeigarinik Effect を応用したナビアプリを開発し、未知の部分を残すことで満足度を高め、リピータと

なってもらうことを可能であることを示した。また、本アプリは、外国人旅行者にとって利便性が高いことも示された。

今後は、さらに実用性を高めるとともに、利用可能エリアを拡大して行く予定である。 

 

１．まえがき 

本研究開発は、日本が誇る世界遺産である「日光」観光

の活性化を目的として実施した。東日本大震災後に観光客

が減少した日光地域に、国内外から観光客を呼び込み、リ

ピータを増やすため、大手旅行会社、観光協会、修学旅行

協会や ICT ベンダと協力し、観光客からのフィードバッ

クや行動分析結果を反映した、心理学的モデルに基づく、

持続可能な情報提供モデルを構築した。また、スマートフ

ォンなどの先進的な技術を利用した、魅力ある観光ビジネ

スのありかたを提案することを目指して実施した。 

 

２．研究開発内容及び成果 

（１）ユーザ調査（平成 26 年度） 

平成 26 年 9 月 1 日（月）〜3 日（水）に、日光の観光

客に対してアンケート調査を実施した。日光の中でも、東

照宮を中心とする日光山内、奥日光、鬼怒川の 3 箇所は観

光地として異なる性格を有する。そこで、アンケート実施

箇所は、東武日光駅、日光郷土センター（東照宮までの参

道）、鬼怒川観光情報センター、奥日光の 4 箇所とした。

計 606 通（日本語 534、英語 72）の回答を得た。本調査

から、作成するアプリケーションの要求条件を検討した； 

＊想定アプリ使用者：徒歩の観光客・10 代、20 代、そ

の後外国人応用の可能性 

＊求められる情報：アクティブな動きに対応する内容・

基本情報も必要（特に食事） 

日光の既存感を破る要素・リピートを生み出す要素をど

う作るか。意外性を生む工夫がアプリケーションに求めら

れる。このため知っていると思っていたが実は知らない部

分を作る必要がある。そもそも、なぜ、西洋の教会は街の

中心にあるのに、日本の社寺は駅から遠いのか。山にある

のか。社寺への参拝には参道がつきもので、参道を歩き、

湧き水で身を清め、小さな社寺に参り、心を整えて参拝す

るものではなかったのか。行きは参拝の心を整える要素を、

帰りには食事や買い物情報を若者や外国人に伝えること

で、伝統的かつ新しい日光観光を作ることを目指した。 

（２）アプリの開発とビーコンの設置（平成 26〜28年度） 

アプリ（日光仮面ナビ）を開発した。また、日光市の許

可を得て、観光案内標識にビーコンを設置するとともに、

商店会の一部店舗にビーコンを設置していただいた。図１

に、日光駅から東照宮の間に設置したビーコンの位置を示

す。 

（３）クイズラリー機能の実装と評価（平成 25,26 年度） 

通常、旅行アプリは、かゆいところに手が届くような、

情報満載の場合が多いが、われわれは、Zeigarnik effect を

図 2：旅の認知モデル 
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図１：日光山内へのビーコン設置 
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利用することで、敢えて未知の部分を作ることで、旅の記

憶の定着化を図り、リピートを促すことを目指した。図２

に、我々が開発した旅の認知モデルを示す。 

本プロジェクトのテーマの一つである Zeigarnik Effect

の有効性（満足度向上と意識づけ）を検証するため、クイ

ズラリー機能を実装した。これは、ビーコンの位置に対応

したクイズを、アプリ画面に表示し、回答を促すものであ

る。これにより、クイズと連携する注目点の情報を得なが

ら、日光の名所、旧跡、自然などを巡ることが可能となる。 

中央大学及び宇都宮大学の学生 25 名を被験者として

Zeigarnik effect の効果測定を行った結果を以下に示す。

被験者は、本研究のターゲット層（日本人若年層及び外国

人観光客）とも合致し、追跡調査が可能な、留学生を含む

大学生を被験者とした。また、修学旅行を想定し、宇都宮

工業高校の生徒 11 名を被験者に、事前のクイズ問題作成

とクイズラリーを実施するとともに、事後評価を行った。

クイズ機能の使用者と未使用者を比較したところ、

Zeigarnik effect の有効性を確認できた； 

①1 ヶ月経過後に東武日光駅から日光東照宮までの地図

を書かせたところ、クイズ機能を利用した被験者は同機能

未使用者と比較して、クイズの出題されたビーコン周辺の

店を記憶している数が多い（使用者平均 9．18、未使用者

平均 5．80）という結果が出た。 

②被験者に当該地域の写真を見せ、注目した点を 3 点選び

○で囲ってもらった結果をもとに、図３のヒートマップを

作成した。この結果、クイズ機能使用者はクイズを行った

対象のある部分に着目している者が多く、ビーコン自体へ

の着目度も高かった。図 3 の左の画面右端にビーコンを設

置した看板があり、同図右側の東照宮境内の右上の場所が

クイズとして出題された建物箇所である。 

③事前と事後に、日光観光に関する評価を比較した結果、

「歴史・文化」の項目が１カ月後に上昇していおり、クイ

ズ機能による日光の文化理解度の向上が考えられる。 

以上のように、Zeigarnik effect に関しては、興味をクイ

ズの対象に惹きつけ、日光に期待させ、問題を解くまで興

味を持たせるという点で成果があったと考えられる。 

 

３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

（１） 日光全域への展開 

今後は、足尾や奥日光（戦場ヶ原）をカバーする予定で

ある。特に、戦場ヶ原に関しては、本研究開発の成果をベ

ースに、ソーラビーコンを設置するとともに、これと連携

する多言語ガイドやハイキングルートのナビ機能を持っ

たアプリケーションを、「国立公園満喫プロジェクト」の

一環として環境省が推進している戦場ヶ原の看板整備の

一部として提供する予定である。（平成 30 年度完成予定） 

（２） 運用体制構築 

ビーコン、アプリ、サーバ、コンテンツという要素技術

は、ほぼ完成したので、これらを有機的に結合し、観光客

と地元の店舗にメリッがあるビジネスモデルを構築して

いきたい。多くのユーザから気になる機能として指摘され

たビーコンスタンプの有効活用を目指す予定である。 

（３） 他地域展開 

平成 28 年度には、日光仮面ナビをベースに、鹿児島市

の仙巌園（世界産業遺産）向けのビーコンを利用したガイ

ドアプリを提供し実証実験を行ったが、この動きを加速さ

せ、各地の観光地で利用可能なプラットフォームとしたい。 

 

４．むすび 
本研究では、Zeigarnik Effect という心理学効果を応用

したビーコンと連動する観光案内により、旅への期待感の

刷り込み、リピートにつながる旅の印象付けが可能である

ことを示すことができた。しかし、本研究は緒についたば

かりであり、今後、日光地域に根付かせていくべく、関係

者と協力して開発を推進する予定である。最後に、本研究

開発を実施する機会を与えていただいたことに感謝する

とともに、本研究開発にご協力をいただいた「日光観光客

満足度向上委員会」のメンバーの皆様に感謝します。 
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